
奈
良
県
教
育
委
員
会
告
示
第
二
号

奈
良
県
立
高
等
学
校
等
に
勤
務
す
る
職
員
及
び
奈
良
県
県
費
負
担
教
職
員
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
等

に
関
す
る
基
準
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
二
十
三
日

奈
良
県
教
育
委
員
会
教
育
長

吉

田

育

弘

奈
良
県
立
高
等
学
校
等
に
勤
務
す
る
職
員
及
び
奈
良
県
県
費
負
担
教
職
員
の
勤
務
時
間
の
割
振

り
等
に
関
す
る
基
準

第
一

趣
旨

こ
の
基
準
は
、
奈
良
県
立
高
等
学
校
等
に
勤
務
す
る
職
員
及
び
奈
良
県
県
費
負
担
教
職
員
の
勤
務

時
間
の
割
振
り
等
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
三
月
奈
良
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号
。
以
下
「

規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
等
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

第
二

対
象
業
務

校
長
が
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
は
、
あ
ら
か
じ
め
学
校
で
計
画
さ
れ
て
い
る

業
務
で
あ
っ
て
、
学
校
の
管
理
下
で
実
施
さ
れ
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、

に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
奈
良
県
教
育
委
員
会
と
協
議
し

（七）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宿
泊
を
伴
う
修
学
旅
行
等
の
引
率
業
務

（一）

文
化
祭
、
体
育
祭
等
の
学
年
又
は
学
科
単
位
以
上
で
行
う
学
校
行
事
の
指
導
業
務
（
事
前
準
備

（二）
業
務
を
含
む
。
）

家
庭
訪
問
の
業
務

（三）

教
育
相
談
の
業
務

（四）

入
学
選
抜
試
験
の
業
務

（五）

現
場
実
習
・
社
会
見
学
等
の
引
率
業
務

（六）

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
認
め
る
業
務

（七）
第
三

割
振
り
の
期
間

校
長
は
、
第
二
の
対
象
業
務
に
従
事
す
る
職
員
（
以
下
「
担
当
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当

該
業
務
を
行
う
日
の
属
す
る
週
を
含
む
四
週
の
期
間
を
定
め
、
当
該
期
間
に
お
け
る
週
休
日
が
八
日

と
な
る
よ
う
に
当
該
担
当
職
員
の
勤
務
日
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
に
勤
務
す
る

こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
週
休
日
と
す
る
も
の
と
す
る
。



第
四

割
振
り
の
方
法

校
長
は
、
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満

た
す
よ
う
に
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

勤
務
時
間
の
割
振
り
を
実
施
す
る
日
が
連
続
し
て
十
二
日
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（一）

勤
務
時
間
は
、
割
振
り
単
位
期
間
の
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
、
一
週
間
当
た
り
三
十

（二）
八
時
間
四
十
五
分
と
す
る
こ
と
。

勤
務
時
間
の
割
振
り
は
、
一
時
間
又
は
十
五
分
を
一
単
位
と
し
、
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
る
こ

（三）
と
の
で
き
る
時
間
は
十
六
時
間
以
内
と
す
る
こ
と
。

午
後
十
時
か
ら
翌
日
午
前
五
時
ま
で
の
間
は
、
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

（四）

一
日
の
勤
務
時
間
は
、
連
続
す
る
時
間
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（五）

一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
と
き
は
少
な
く
と
も
四
十
五
分
、
八
時
間
を
超
え
る
と

（六）
き
は
少
な
く
と
も
一
時
間
の
休
憩
時
間
を
、
勤
務
時
間
の
途
中
に
設
け
る
こ
と
。

一
日
の
勤
務
時
間
（
七
時
間
以
下
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
の
す
べ
て
に
つ
い
て
年
次
有
給
休

（七）
暇
を
取
得
す
る
場
合
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
又
は
職
務
専
念
義
務
免
除
の
取
得
単

位
は
時
間
単
位
と
す
る
こ
と
。

第
五

勤
務
時
間
の
割
振
り
簿

校
長
は
、
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
実
施
す
る
と
き
は
、
対
象
職
員
ご
と
に
勤
務
時
間

の
割
振
り
簿
（
別
記
様
式
一
。
以
下
「
割
振
り
簿
」
と
い
う
。
）
に
所
要
事
項
を
記
載
し
、
当
該
四

週
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
前
ま
で
に
、
当
該
職
員
の
確
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

割
振
り
簿
の
保
存
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
六

出
勤
簿
の
表
示

日
曜
日
又
は
土
曜
日
以
外
の
日
を
週
休
日
と
し
た
場
合
は
、
出
勤
簿
の
当
該
日
の
欄
に
「
勤
務

（一）
不
要
」
の
表
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。

週
休
日
以
外
の
日
に
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
て
い
な
い
日
を
設
定
し
た
場
合
は
、
出
勤
簿
の

（二）
当
該
日
の
欄
に
「
割
振
無
し
」
の
表
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七

そ
の
他

こ
の
基
準
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
勤
務
時
間
の
割
振
り
の
実
施
に
関
し
、
必
要
な
事
項
は
教
育

委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
基
準
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



別記様式１（第５関係）
学校名 職名 氏名

～校長 教頭 日付 増　※１ 業務番号(※２)と業務内容 日付 減　※１から まで から までから まで から までから まで から までから まで から までから まで から までから まで から までから まで から までから まで から までから まで から までから まで から まで１　勤務時間の割振りは、１時間又は15分を単位に行うものとする。２　※１　「増」「減」の各欄には、その日の勤務時間の増減の時間を記入すること。３　※２　業務番号は、次の１～７より数字を選択し、業務内容とともに記載すること。　　（１修学旅行等　２文化祭、体育祭等　３家庭訪問　４教育相談　５入学選抜試験　６現場実習・社会見学等　７教育委員会が認める業務）４　勤務時間の割振り先は、割振り元となる日の属する週を含む前後４週間以内となるようにすること。５　休憩時間は、勤務時間が６時間を超えるときは少なくとも45分、８時間を超えるときは少なくとも１時間とし、勤務時間の途中に設けること。

勤務時間 勤務時間の割振り先勤務時間
　　年度　勤務時間の割振り簿

【本校の勤務時間】決裁欄 勤務時間の割振り元
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